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〈書 評 〉

稲津一芳 著 『英語通信文の歴史』 (同文舘出版 平成13年3月)

中 野 宏 一▲

1.本 書 の 構 成

電子 メー ルや イ ンター ネ ッ トが活 用 され,瞬 時

に情 報 が伝 わ る グローバ ル化 社 会 の 時代 に,「 英

語 通信 文の歴 史」 とい う書物 の発 行は時代 錯誤 で

はないか,と 思 われ る読者 がお られ るか も しれ な

い。 しか し,副 題 「英 国の英文 レターマ ニ ュアル

に見 る商 用 通信 文(ビ ジネス レター)の 移 り変 わ

り」 か ら予 想 で き る よ うに,本 書 は,英 語 通 信

文,特 に ビジネス レターの発展過 程 を明 らか に し

た もので,こ れ まで,日 本人研 究者の誰 もが注 目

しなか ったユ ニー クな視 点か ら取 り上 げ られ た内

容 で,類 似 書 もない。

今 日外 国の業者 に レター を書 く時,我 々は所 定

の書 式 に従 う。多 くの ビジネスマ ンが疑 問 を抱 く

こ とな しに,あ るい は疑 問が湧 いて も忙 しくて考

える余裕 もな く,"DearSir"あ るい は"DearSir/

Madam"で 書 き始 め,"Sincerely"も し くは"Very

trulyyours"で 終 える。 この単 純 な書 式 に,著 者

は疑 問 を抱 き,現 代の ビジネス レターの書 き方,

形式 の ルー ツを探 るべ く,過 去 に遡 り,そ の由来

の解 明 を試み たのが本 書で ある。著者 は,膨 大 な

資料の 中か ら,特 に英 国の レターマ ニ ュアル にそ

の拠 り所 を求 め,各 時 代の特徴 を示 し,そ の変化

の過程 を明 らかに してい る。

本書 の構 成 は以下 の通 りであ る。

第1部 序論..語 通信 文発達 のため の歴 史 的

背景

第1章 レターの は じま り

第2章 英語 の発達

第3章15世 紀 の英文 レターの特徴

第H部 英 文 レターマ ニュ アルの変遷

II-1)初 期 黎明期

第4章16世 紀 の 英 文 レター マ ニ ュ ア ル

の特 徴

H-2)中 期 成長期一

第5章17世 紀 前 期 の 英 文 レ ター マ ニ ュ

ァ ルの特徴

第6章17世 紀 中 期 の 英 文 レ ター マ ニ ュ

ア ルの特 徴

第7章17世 紀 後 期 の 英 文 レター マ ニ ュ

ァルの特 徴

H-3>後 期一 確立期

第8章18世 紀 の 英 文 レ ター マ ニ ュ ア ル

の特徴

第9章19世 紀 の 英 文 レ ター マ ニ ュ ア ル

の特徴

H-4)現 代 完 成期一

第10章20世 紀 の英 文 レ ターマ ニ ュ アル

の特徴

終章 英文 ビジネス レタ0の 生 成 と英 文 レ

ターマ ニュ アルの役 割

2.各 章の概 要

(1)第1章 レターの は じま り

本章 では,通 信 文 の起 源 を探 るため に,紀 元前

の メ ソポ タ ミア,ギ リシ ャ ・ロー マ 時代 まで 遡

り,世 界最 古 のハ ンム ラビ王 の書 簡(レ ター)や

アマ ルナ文書 な どか ら,初 期 の通信 文の特徴 を明

らか に して いる。

当時 の通信 は,発 信 者 の口述 メ ッセー ジを専 門

家 の 書記 ・写 字 生 が 書 き写 し,そ れ を メ ッセ ン

ジャーが名宛 人 まで届け る とい う方 法が取 られ て

い た。書信(レ ター)の 形式 は既 に,書 き出 しの
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"T
oAsay:ThussaithB""ToAthusB""Ato

B,greeting",結 び の"Vale""Farewell"な ど の

定 型 表 現,レ タ ー の 構 成(① 宛 先 と挨拶,② 本文,

③結 び,④ 日付)な ど,特 定 の様 式 に則 っ て い た 。

こ の よ うな レ ター の 構 造,形 式 の 理 論 的 解 明 を

試 み た の が ア ル ベ リ ク ス(1080年 頃)で,レ ター

は5つ の 構 成 要 素 【①Salutatio(=greeting),②

benevolentiaecaptatio(=persuasiveintroduc-

tion),③narratio(=background),④petitio(=

request),⑤conclusio(=conclusion)】 か ら 成 る

と い う彼 の 説 は,や が て 新 し い 学 問"dictameガ

へ と発 展 し た。12世 紀 初 め に は,中 世 最 大 の 法

律 学 校 ボ ロ ー ニ ャで 独 立 した専 門科 目 と して確 立

し,12世 紀 末 ま で に は,イ タ リ ア か ら 西 ヨ ー

ロ ッパ 諸 国 に も広 ま っ て い っ た 。

イ タ リ ア か らdictamenを 導 入 し た 英 国 で

は,13世 紀 に は 関 連 の 教 本 が 出 版 さ れ,14世 紀

に な る と,大 学 や グ ラ マ ー ス クー ル な どで 教 え ら

れ る よ うに な っ た 。 実 務 で す ぐに使 え る とい う学

科 の性 格 上,dictamenに 対 す る 人 気 は 高 く,例

え ば,オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 のThomasSamp-

son教 授 の 講 座 は,正 規 の 科 目 と して 認 め られ な

か っ た(卒 業 単位 に算入 され ない)に もか か わ らず

評 判 が 良 く,多 くの 若 い 受 講 者(学 生,研 修 生,

執 事 な ど)で い っ ぱい で あ っ た 。

(2)第2章 英語 の発達

本章 で は,英 語通信 文の誕 生 に最 も関係 の深 い

中世 英 語 時代(1150-1500年)を 検 討 し,英 語 が

被 支配 者階級 の言語,あ るい は農奴 の言語 と蔑 ま

れ ていた時 か ら,ど の よ うに して洗 練 された書 き

言葉へ と変 身 し,あ らゆる階層 の人 々に通信 用 の

言葉 と して採用 され るよ うになったの か を明 らか

に してい る。

今 か ら約900年 前 の英国 で は,英 語 の国語 とし

ての地位 が 脅 か されて お り,ノ ルマ ン征 服(1066

年)後 約200年 間は,フ ラ ンス語が 国 を代表 す る

言語 と して君 臨 し,英 語 は単 なる下 層 階級 の言 語

に 留 ま っ て い た。 し か し,14世 紀 に な る と,

英 ・仏 の対立 か ら,英 国国民 の フ ラ ンス に対す る

激 しい敵対意 識が芽 生 え,ナ シ ョナ リズムの醸 成

と共 に,英 国国民 は,自 分 た ちの国語へ の誇 りと

尊敬 の念 を持 つ よ うになった。 その よ うな機運 に

呼応す るか の よ うに,ヘ ンリー5世 は,多 くの公

私 の 文 書(レ ター)を 英 語 で記 した。 「王 様 御 自

ら母 国語 でお書 きに なる」 こ とを知 った国民 は,

意 を強 くして,書 き言葉 と しての英語 の使用 に励

む よ うに な っ た。 そ の結 果,英 国 で は,1425年

を境 に英語 の文書 が急増 した。英 語 は,文 字通 り

母 国語 としての地位 を確 立 したので ある。

(3)第3章15世 紀の英 文 レターの特徴

本章 で は,15世 紀 の代 表 的 な書 簡 集 で あ るパ

ス トン ・レター(ThePastonLetters)カ ・ら163

通,セ リー ・レター(TheCelyLetters)か ら197

通 を取 り上 げ,そ の特徴 を明 らか に して いる。

当時 の レターの基 本 ス タイ ル(形 式)を 探 るた

め に,用 件 に 至 る レ ター の 最 初 の 部 分(Begin-

ning)と,用 件 を述 べ た 後 の終 わ りの部 分(End-

ing)に 分 けて検 討 し,共 通 の表 現 パ ター ン とそ

の傾 向な らびに一般 的特 徴 を示 してい る。

次 に,本 文 での言 及項 目に関 し,健 康 につ いて

の心配,レ ターの着信 につ いての 関心,秘 密 保持

の重要性,忠 誠 の誓 い を強調 した もの,天 候 ・自

然へ の言及が少 ないな ど,当 時の社 会状況 が反映

され てい るこ とを明 らか に して い る。

最後 に,本 章の検討 結果 に基づ き,当 時 の典型

的 な ビジネス レ ター ・モ デルの提示 を著者 は試 み

て いる。

(4)第4章16世 紀 の 英 文 レター マ ニ ュ ア ル

の特 徴

本 章 で は,16世 紀 半 ば に発 行 され た 初期 の英

文 レターマ ニ ュアルの特徴 を明 らか に してい る。

「英 語 で書 かれ た最 初 の レターマ ニ ュア ル」 で あ

るTheEnimieofldlenesse,「 ラテ ン語 か ら英語へ

と進 む過渡 的 な時代 にお け る一種 の橋渡 しの役割

を果 た した」APanoplieofEpistles,「 古 い コ ミュ

ニ ケー シ ョン理論 の実行 を容易 に した」 と評価 さ

れ たTheEnglishSecretary,「 異文 化環境 にお け る

ビジネス活動 の基本 を指摘 した,画 期 的かつ最 高

の マ ニ ュ ア ル」 と 絶 賛 さ れ たTheMarchants
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Avizo,「 専 門 書(学 術 書)と し て 貴 重 な」Direc-

tionsforSpeechandStyleな ど,黎 明期 に相 応 し

い,特 色 あ る レ ター マ ニ ュ アル が 続 出 した 。 当時

の 読 者 は,上 記 の マ ニ ュ ア ルか ら レ ター の 構 成 要

素(宛 名,挨 拶,署 名)と そ の 表 現(受 信 者 の 地位

に応 じた適切 な修 飾語),レ タ ー 本 文 の 書 き方(受

信 者 へ の 配慮,書 くた め の 基本 ・ス タイ ル,論 理 的

な構 成)と 具 体 的 な 例(モ デ ル レ ター)な ど,レ

タ ー の 基 本(書 き方 ・仕 組 み)を 学 ぶ こ とが で き

た,と 著 者 は指 摘 して い る。

(5)第5章17世 紀 前 期 の 英 文 レ ター マ ニ ュ

アルの特徴

17世 紀 初期 のマ ニ ュア ルで は,レ ター の書 き

方 につ いて特 に詳 しい記 述 はな く,読 み物 として

の 「レター例 文集」 を意図 して作 られて いる。つ

ま り,当 時の レ ター マ ニ ュ ア ル は,16世 紀 の マ

ニ ュアル と同 じような内容 の教本 と して対抗 す る

の では な く,遊 び,楽 しみの要 素 を加味 した読み

物 を強調 し,英 文 レターの大衆化 の促進 に貢献 し

たのであ る。

(6)第6章17世 紀 中期 の 英 文 レ ターマ ニ ュ

アルの特徴

17世 紀 中 期 に発 行 さ れ た マ ニ ュ ア ル の 作 者

は,序 文で,他 のマニ ュアルを激 しく非 難,攻 撃

して,自 著の内容 の独 創性 を強調 して いる。す な

わ ち,① レ タ ー の 二 大 分 類("LttersofBusi-

ness","Letters。fCompliment"),② 行 間(ス ペー

ス)に よる尊敬 の度合 いの示 し方,③ レ ター本文

の 三 部構 成(「 序論」「論述」「結論」)な どの 独 創

的 な教 え,ま た,レ ターの書 き出 し,結 びの定型

表現,宛 名 と末尾 の組 み合 わせ例 文の提示 な ど,

これ まで のマ ニ ュア ル に見 られ な い読 者へ の工

夫 ・配慮 が見 られる。

この ように,独 創 的 な内容 や使 いやす さを備 え

た17世 紀 中期 の マ ニュ ア ルは,著 者 に よれば,

社 会生活上必要 な 「実用書」 と してそ の地位 を確

立 したの である。

アルの特 徴

17世 紀 後 半 の マ ニ ュ ア ル は,こ れ まで の マ

ニ ュアル に比べ,内 容 的 には特 に見 るべ きものは

な く,レ ター の書 き方の指示 や レター の定型表現

な どは,従 来 のマ ニ ュ ア ルか らの流 用(借 用),

要約 であ った。 ただ,当 時 の著者 は,読 者 の興味

を引 くため に,従 来 の マ ニ ュ ア ル とはや や異 な

る,内 容 の拡 大 を試み てい る。 ひ とつ は,法 律文

書 に関す る解 説 を加 えた ものであ り,も うひ とつ

は,ビ ジネス(商 取引)に 焦点 を当 て,ビ ジ ネス

の入 門書 と して作成 された ものであ る。 レター例

文 に関 して は,従 来の もの よ りも簡潔で読 みやす

い。例 えば,呼 びかけ("Sir")か ら始 ま り,冒 頭

の挨拶 は な く,い きな り用件 に入 り,最 後 も仰 々

しい挨拶 はな く,簡 潔 な結 び,結 尾語,署 名で終

える。現代 の ビジネス レター に近い ものが既 に見

受 け られ たのであ る。

(8)第8章18世 紀 の英 文 レター マ ニ ュ ア ル

の特徴

当 時(18世 紀)の 作 者 は,17世 紀 後 期 の マ

ニ ュア ル と同様 に読 者 の ニ ー ズ に合 わせ て,マ

ニュア ルの対象 を商 人 に限定 した もの,一 一般 大衆

を対 象 と した もの と二種類 のマニ ュアルを出版 し

てい る。前者 はやや専 門的で,実 用性 を重 視 した

もの,後 者 はやや 教 養 書 的 色彩 の 強 い もの で あ

る。 しか し,レ ター に関す る内容 には特 に 目新 し

い記述 は見 当た らない。 ただ,レ ター表現 に関 し

て は,全 般 的 に仰 々 しい表現 を抑 えた,わ か りや

すい,や さ しい単語が使 用 され,相 手本位 の書 き

方 を指 向 して いるが,ビ ジネス特 有の言 い回 し,

いわゆ るビジネス ジャー ゴ ン(businessjargon)

も頻繁 に使用 されて いる。

従 って,18世 紀 の英 文 レ ター マ ニ ュ ア ル は,

読 者が基本 か ら学ぶ教本 とい うよ りは商取 引の実

務 の理解 を助 け る副読 本 と して,あ るい は特定状

況 に相応 しい表現 を即 座 に,参 考 ・模 倣す るため

の虎 の巻(参 考書)と して の役 割 を果 た した,と

著者 は指摘 している。

(7)第7章17世 紀 後 期 の 英 文 レ タ ー マ ニ ュ
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(9)第9章19世 紀 の 英 文 レ タ ー マ ニ ュ ア ル

の 特 徴

19世 紀 に 発 行 され た マ ニ ュ ア ル の 内 容 は 現 行

の マ ニ ュ ア ル とほ ぼ 同 じで,レ ター の書 き方,形

式 な ど理 論 的 な説 明 は既 に確 立 して い た よ うで あ

る。 た だ,現 在 の我 々 の書 き方 と著 し く異 な る点

は,ビ ジ ネ ス ジ ャー ゴ ン と言 わ れ る 定 型 表 現 の 使

用 に 関す る取 り扱 い で,例 え ば,実 際 の レ ター 例

文 で は,"Yourfavourofthe2ndinst.isjustto

hand.""Thankingyouinanticipation,_"な ど,

現 代 で は 陳 腐 な 決 ま り文 句 と して否 定 さ れ る,旧

式 の 定 型 表 現 が 依 然 多 用 され,紹 介 さ れ て い る こ

とを著 者 は 明 らか に して い る。

(lo)第10章20世 紀 の英 文 レ ターマ ニ ュ ア ル

の特徴

20世 紀 は,従 来の 旧 式 レ ター の 書 き方 か ら新

しい現代 の書 き方へ と移 行す る時期 であ り,本 章

で は,そ れが いつ頃始 まったのか を明 らか に して

いる。

その移行 時期 を特定 す るため に,マ ニ ュアル の

主 に レター特有 の専 門表現 につい ての説 明個 所 を

中心 に検 討 して い る。そ の 結 果,英 国 で は,20

世 紀初 期 は まだ19世 紀 的 な書 き方 が 尊重 され,

旧式 の定型表現 が その まま活 用 されて いる。1920

年代 も,公 的機 関 の提 言,実 業界 の声 な どか ら,

従来 の定型表現 を使 うべ きで はない と強 く意識 す

る ようになったが,実 際 の レ ター文 には,ま だ旧

式 の定 型 表 現が 見 受 け られ る。30年 代 半 ば 過 ぎ

にや っ と,"newwine"を 入 れ る"newbottle"が

必要 な こ とが認識 され,旧 式 の定型表現 が姿 を消

し,新 しい書 き方 が取 り入れ られ る ようにな り,

以 後40年 代,50年 代 と同 じ よ う な傾 向 が 続 い

た。

この こ とか ら,い わ ゆ る現 代 の 標 準 とな る レ

ター書式が 出現 したの は,英 国で は,米 国に遅れ

る こ と約50年,1930年 代 半 ば 頃で あ る,と 著 者

は推 定 して いる。

(11)終 章 英 文 ビ ジネス レター の生成 と英文 レ

ターマ ニュ アルの役 割

本 章で は,こ れ までの マニ ュア ルの変化 の歴 史

を{府鰍 し,「 なぜ 多 くの レ ター マ ニ ュ アルが 大 衆

に受 け入 れ られ,人 気 を博 したのか」 その 原因 を

探 り,ま た,マ ニ ュア ル の対 象 で あ っ た 中 流 階

級,と りわけ商 人 は どの よ うに して技術 を習 得 し

たのか,そ の研修 の実態 と,そ の 際のマ ニュ アル

の役 割 を明 らか に してい る。

英 文 レ ター マ ニ ュ ア ル が存 在 して い な い初 期

(15世 紀)の 頃の公 的,私 的通 信文(レ ター)は,

dictamenの 基 本形 式 を踏襲 して お り,現 行 の英

文 ビ ジ ネ ス レ タ ー の 原 形 は,dictamenに 基 づ

く。 そ して,16世 紀 の レター マ ニ ュア ル の 出現

以 降,ビ ジネス特有 の堅苦 しい,重 厚 かつ冗 長 な

表現 が多用 され てい た英 文 ビジネス レター は,そ

の後,徐 々 に変化 し,20世 紀 に は,普 通 の,や

さしい表現 で書 かれ る ようになっ た。 この現 象 を

紀 元 前 の,レ ター の は じま りの 頃か ら見 てみ る

と,「 話 し言葉 」か ら 「書 き言葉」,再 度 「書 き言

葉」 か ら 「話 し言 葉 」へ と,約3500年 の 年 月 を

経 て,「 原点」 に復帰 した こ とにな る。

次 に,英 文 レター マニ ュアルが なぜ 人気 を博 し

たの かにつ いて は,マ ニ ュアルが ル ネ ッサ ンス期

特 有 の知 的欲 求 の 充足 とい う風 潮 に も助 け られ

て,中 流 階級,特 に商人 の学 ぶ こ とへ の飽 くな き

追 求 に適 合 したか らで あ る と著 者 は指 摘 して い

る。 当時 の商 人 は,徒 弟制 度の もと,約7年 間の

研 修 を経 て一人前 となった。そ の 間彼 らは,読 み

書 き,計 算 な どの基 本的 な学科 な らびに教養 ・躾

な どは初等教 育 の学 校で学 び,業 務遂行 に必要 な

技能 ・技術 は現場 で習得 す る ことにな って いた。

しか し,研 修期 間中 にすべ て の事 柄 を完全 に習得

す る こ とは容易 で はな く,例 えば,若 い商 人 は,

自分 の置 かれ た状 況 に相 応 しい レ ター を正確 かつ

迅 速 に書 くた めに,レ ターマ ニ ュアルの助 け を求

めた。 ここにマニ ュアルの存在 意義が あ り,商 人

たち は,マ ニ ュ アルを 自己啓発,独 学,家 庭 学習

用 と して活用,あ る時 には レター例 文集 と して,

時 には ビジネス入 門のた めの基礎 知識 として,あ

る い は礼 儀 作 法 ・教 養 の ひ とつ と して学 び,レ

ター の書 き方 を習得 して いつ た,と 著者 は指摘 し

てい る。



3.本 書 の特長 と問題点

稲津一芳著 『英語通信文の歴史』

以上 に要約 した ように,本 書 は,膨 大 な資料 を

駆使 した著者 の長 年の緻密 な研 究の成 果であ り,

少 な くとも 「著者 流 に通 史 をまとめ た ところに意

義が あ る」 こ とは間違 いない。 さ らに本書 の特 長

を要約す れば,以 下 の通 りであ る。

① 参考 書(マ ニ ュァル)が 存 在 してい な い初期

段 階 にお い て,15世 紀 の 商 人 の交 信 レター

(パス トン,セ リー レター)の 特 徴 か ら,す で

に レター としての一定 の書式 が存在 してい る

ことを指摘 し,今 日の ビジネス レターの原形

とも言 えるモデル レターを提 示 した。
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レターの書 き方 に関 して,紀 元前 の 「話 し言

葉」 の使 用 か ら16,17世 紀 の やや 仰 々 しい

「書 き言 葉」へ の 変化,そ して最 終 的 に は現

代 の 「話 し言葉」 の活用への移 り変 わ りを指

摘 し,さ らに英 国での変化が 米国 に比べ て約

50年 遅 れた こ とも明 らか に した。

約500年 にわたる レター書式 ・ス タイルの非

常 に緩や かな変化が,商 人の 「伝統 的 な もの

を変 え るこ とへ の恐 れ」,つ ま り伝 統 を重 視

す る保 守性 にあ る ことを指摘 してい る。

しか し,若 干の不明な点または不足 に思われる
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点 も見受 け られ る。評者 が気 付い た問題点 は,以

下 の通 りで ある。

① 外 国に どの よ うな先 行研 究が あるのか,日 本

には戦前 ・戦後 どの ような研究 があ るのか と

い う紹 介が あれば,本 書 の位 置付 け と本書 の

学術 的意義が一 層明確 になる こと と思 う。

② 本書 の様 々な指摘 の中 には,新 発見 なのか先

行研 究の 中に も含 まれているのかt評 者の知

識不 足の故 に明確 で なかった箇所が あ った。

① と重複す るが,先 行研 究 との 関係 を明示 し

て くれれば,読 者 に親切 であ る。 あ るい は本

研 究 で対 象 と した資料 が膨大 で,そ こ までの

仕事 が不 可能で あった,と い うことで あろ う

か。

③ 結論 と もなる終章 で述べ られた,商 人の教育

とマニ ュアルの役 割の 関係 をもう少 し具 体的

に紹介 して欲 しか ったが,そ れ は不可 能 なの

であ ろ うか。

上 記の よ うな不足 と思 われ る点 はあるが,本 書

は著者の長年 の精進が生 んだ労作 である。学術的

に も極め て貴重で希有 な研 究書で あ り,本 書の よ

うな歴 史的研 究 は関係 学会で長 く待 望 されていた

もので ある。学界 の貴 重 な財 産 と して,後 世 に永

く引 き継 がれ る もの と確信す る。


